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ことを示す。第 8節では、宮古島語の 4 地点の調査に基づき、零準体が形状タイプから失われていること、-su 準
体、-munu 準体が形状タイプから事柄タイプへと広がりつつあることを示す。第 9 節では、以上の内容を総合し、
零準体から準体助詞準体への推移の法則性を示し、その動機付けについて仮説を示す。 
 
【論文審査の結果の要旨】 
 本論文が取り扱う準体構造についてはこれまで多くの研究者が取り上げてきたが、資料の取り上げ方が断片的
であったり、統計的な処理が不適切であったりするなど、十分とは言えなかった。この点について本論文では、
資料の時代や地域のバランスに配慮し、また統計処理も適切に行われており、遙かに説得力を増している。加え
て、申請者は自ら宮古島のフィールドワークを行い、収集したデータに基づいて考察に深みを与えている。国語
史の範囲を超えた、大変スケールの大きい研究であると評価できる。ことに、零準体から準体助詞準体への推移
が、地域を越えて形状タイプから始まり、事柄タイプへと範囲を広げていくことを実証した点は誠に重要であり、
今後長く参照されるべき成果であると言える。またこの推移は、中央方言におけるいわゆる終止形と連体形の合
流によるとされるが、宮古島語を参照した場合、この点についても議論の余地があることが示された。 
 このように、重要な成果を得た本論文であるが、むろん瑕疵がないとは言えない。例えば、零準体述語文から
人魚構文への推移を仮定するが、両者を繋ぐ概念が「モダリティ」であるとするものの、このモダリティが具体
的にどのようなものであるのかについては説明がない。また零準体述語文は現代語のノダ文（これも人魚構文の
一種とされる）とともに、焦点のスコープを明示する機能があるが、この機能とモダリティとの関連についても
述べられていない。また、中央方言の項位置の準体が零準体から準体助詞準体に移行した点について申請者は、
時期的なギャップが大きいことから終止形と連体形の合流が直接の引き金であるとする従来の通説を否定するが、
しかしやはりこの点を考慮にいれなければ申請者の仮説自体が保持しにくくなる点も問題であると言える。 
 しかしながらこれらの問題点は、本論文の打ち立てた土台があればこそ意味を持つのであり、本論文の価値を
引き下げるものではない。以上の点で、本論文を学位申請論文にふさわしいものと結論づける次第である。 
